
 

（第２号様式） 
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南高等学校（全日制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①極めて高いレ
ベルの文武両道
のもと、高い学
力、幅広い教養
を身につけ、国
際社会のリーダ
ーとしての資質
を培う教育課程
を編成し、全職
員で組織的に取
り組み、実現さ
せる。 

①  
●「主体的・対話
的で深い学び」を
実現する授業実践
に向けて組織的に
授業改善を更に推
進する。 
 
 
 
 
 
 
 
●主体性、組織
力、リーダーシッ
プを育成する。 

① 
●担当学年・教科を
超えて、組織的にＩ
ＣＴ機器の効果的な
使用法を共有し、授
業改善を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●集団で活動し、新
たな学びを構築する
探究活動を推進す
る。 
 
 
 
 
●生徒の主体性やリ
ーダーシップを養う
ための支援を教員間
で共有して指導す
る。 

① 
●教員間での授業
参観を全員が行っ
たか。またＩＣＴ
機器を効果的に活
用できたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●学校行事を通し
て生徒が思考力・
判断力・表現力等
を発揮し、課題を
解決するために主
体的に行動できた
か。 
 
●教員間で支援に
ついて共有し実行
できたか。 

① 
●県内外からの視察
が増えたこともあ
り、職員間の授業参
観は、前年より増加
した。ロイロノート
の研修会では授業以
外の担任業務や部活
動での活用事例も報
告された。デジタル
採点システムの導入
に向けてデモ版を複
数教科で試用し、効
果を検証した。 
 
●年間行事の見直し
と新たな試みを感染
症対策の観点から生
徒と協働し、新型コ
ロナウイルス感染症
拡大以前を超える新
しい方向で活動の充
実を目指し、生徒に
寄り添い、支援する
ことができた。 

① 
●プロジェクター
の教室内常設は、
費用や管理の方策
などさらに検討が
必要である。 
●全教室に Wi-Fi
のアクセスポイン
トを設置したこと
により通信環境が
安定したので、タ
ブレット端末のよ
り一層の有効活用
を進めたい。 
 
●コロナ禍で得ら
れた知見を活用し
つつ、今後も新型
コロナウイルス感
染症への警戒を怠
らず、迅速に生徒
の活動にかかわる
情報を察知し、共
有できるよう組織
的な取組を継続し
ていく。 

① 
●全教室に Wi-Fi のア
クセスポイントを設置
した点は評価できる。 
●職員間の授業参観
は、参観者からの授業
者へのプラスのフィー
ドバックにより、有効
な研修の機会となる。
参観シート等の工夫に
より、更に取組が進む
ことを期待する。 
●タブレット端末の有
効活用例、教材の共有
化は必須であり、学習
者側からの活用事例や
活用アイデアも校内で
共有したい。教職員と
して、生徒に学ぶ姿勢
を大切にし続けてほし
い。 
 
●あらゆる学校行事に
ついて生徒にできる限
り考えさせ、支援に徹
する姿勢は非常に素晴
らしく評価できる。 

① 
●教科ごとに生徒が身に付け
るべき学力、教科として共通
の取組を確認したことによ
り、授業参観の視点も明確に
なった。 
●ロイロノートの効果的な活
用法を研修会に参加できなか
った教員に伝えきれていない
ことが課題である。 
●Wi-Fi の通信環境が安定し
たので、プロジェクターの教
室内常設の早期実現に向けて
費用や管理面の課題を解決し
たい。 
 
 
●コロナ禍で活動が制限され
る中、「生徒主体」という理
念を教職員全体で支え、１年
間を通じて十分な成果を挙げ
ることができた。ますます予
測困難で複雑な社会で活躍で
きる人材の育成のために、よ
り柔軟に支援、指導方法を模
索し、ますます充実した生徒
主体の活動の展開を目指して
いくことが必要である。 

① 
●他校訪問で得られた他
校での取組も参考に、更
に教科での共通理解を深
める。 
 
●令和５年度は１,２年生
全員がタブレット端末を
使用するので、学年間で
の連携を密にとり、活用
事例や課題を共有する。 
●校内にある備品などを
有効に活用し、１年生の
教室から順に環境整備を
進める。 
 
 
●行事における生徒活動
に係るマニュアルの精査
が必須である。また、今
後の国や県の動向を踏ま
えて、教職員全体が柔軟
に対応できるよう、情報
の共有、指導体制の検討
をより一層心掛けていき
たい。 

２ 生徒指導・支援 

①次世代リーダ
ーとして、世界
に通用する人間
としての高い倫
理観や、心豊か
で他者を思いや
ることのできる
人間性、自律
的・主体的な態
度を育成する。 
 
 
 
②個別の生徒の
課題について、
迅速にまた計画
的に組織的に対
応する。 

①人としての行動
の在り方を自分で
判断して実践でき
るよう、全職員で
一致した生徒指
導・支援を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
②個別の生徒の課
題を把握、共有化
して支援し、課題
解決を図る。 

①自身を取り巻くさ
まざまな事柄に関心
を持つことの重要性
や、授業規律や公共
のマナー遵守につい
て、授業、HR、集会
等で継続して伝え、
指導する。 
 
 
 
 
 
②生徒の課題を把握
するため、ケース会
議やスクールカウン
セラーを活用して迅
速に対応する。 

①将来のリーダー
としてふさわしい
自律的な態度やマ
ナーを身につけさ
せることができた
か。 
 
 
 
 
 
 
 
②報告・連絡・相
談を円滑に行い、
計画的に課題解決
に向けて取り組む
ことができたか。 

①日常的な学校生活
において、ある程度
は規範的な行動がで
きた。コロナ禍での
生活様式への対応も
きちんとできた。 
社会通念上のマナー
に欠ける言動や行動
に対しては、本人の
自覚を促すような指
導を行った。 
 
②悩みや不安などを
持つ生徒の課題への
対応の方策の検討や
情報共有のための担
当連絡会を定期的に
行い、必要に応じて
ケース会議等を開
き、生徒の支援に結
び付けた。 

①服装・身だしな
みや高校生として
の日常的な立ち居
振る舞いなどにつ
いて、自ら考え、
より正しい選択が
できるように引き
続き呼び掛ける。 
 
 
 
 
②学校生活に不安
や悩みを持つ生徒
に寄り添う支援体
制の更なる充実が
必要である。ＳＣ
や関係機関との連
携を含め、支援の
ためのシステムを
整備していく。 
 

①湘南高校の生徒であ
れば、場面に基づいた
振る舞いができると思
っているが、指導が必
要な生徒に対しては、
想像力を発揮して自覚
させるような声掛けを
してほしい。 
 
 
 
 
②学業、行事、部活動
の３つを追う湘南高校
の生徒は大変忙しい毎
日を送っているため、
カウンセリングをはじ
めとする生徒支援のシ
ステムを整備していた
だけることは非常にあ
りがたい。 

①今後とも、日常的な立ち居
振る舞いや身だしなみなど、
人としての行動の在り方を自
分で判断して実践できるよう
支援する。生徒が自ら考え、
より正しい選択ができるよう
支援することの重要性につい
て、職員が共通認識を持つこ
とが必要である。 
 
 
 
②多くの生徒はコロナ禍で
も、落ち着いて前向きに生活
していた。しかしながら、コ
ロナ禍の影響で、生徒の心情
の変化が分かりにくい面があ
り、少数ではあるが、生徒の
行動や精神面の変化に迅速に
対応できないことがあった。 

①日常生活や行事など、
それぞれの機会を通じ
て、リーダーとして大切
にすべきことについて自
ら考え、行動できるよう
になることを期待し支援
していく。ＨＲ活動や集
会等を通じて、組織的に
啓蒙していく。 
 
 
 
②日常的な声掛けやアン
ケートなどを活用し、不
安や悩みを持つ生徒を早
めに把握し、カウンセリ
ング等の支援につなげら
れるように努める。ま
た、迅速な情報共有等の
ための体制整備をより一
層推進する。 



 

 

３ 進路指導・支援 

①進路支援グル
ープ、学年、部
活動顧問等で連
携し、３年間を
見通しての計画
的かつ最後まで
あきらめさせな
い進路指導を徹
底する。 
 
 
 
 
 
②世界に目を向
け、「最も困難
な道に挑戦す
る」高い志を育
成する取組みを
推進する。 

①生徒一人ひとり
の状況を把握し、
進路に主体的に取
り組めるよう全職
員が連携して進路
指導を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
②「 Always do 
what you are 
afraid to do！」
というスクールモ
ットーを掲げ、生
徒一人ひとりが高
い目標を実現可能
とする進路指導・
支援を計画的に行
う。 
 

①  
●新型コロナウイル
スに柔軟に対応しつ
つ、学力向上のため
に、進路講演会など
を企画実施する。 
●実力テスト後の分
析を共有し、指導方
針を明確に生徒に発
信する。 
 
 
 
②入学から受験期ま
で、全職員が連携し
て「難関大学進学を
あきらめない指導」
を徹底する。 

① 
●生徒の分析を行
い共有して、指導
することができた
か。 
●実力テスト後に
分析し、各担任が
進路指導に活用で
きたか。 
●生徒を観察し声
をかけるなど積極
的に支援すること
ができたか。 
 
②集会、HR、進路
通信等で湘南の進
路指導を理解さ
せ、進路意識を高
めることができた
か。 

① 
●実力テストのデー
タなどを分析し、進
路グループで共有
し、進路講演会や進
路通信などを通じ
て、進路指導に生か
すことができた。 
●学年会などで、進
路グループの分析結
果を各担任と共有
し、面談などで活用
した。 
●個別の生徒情報を
教員間で共有して、
生徒への声掛けを行
った。 
 
 
②各学年で、時機を
見た進路通信の発行
を行い、生徒の状況
に合わせて進路説明
会や、進路講演会を
計画し、実行でき
た。 

① 
●新学習指導要領
の実施に伴い、共
通テスト、各大学
の入試が変わるこ
とを踏まえ、進路
グループとして進
路支援の在り方を
検討する。 
●社会や生徒の変
化を理解し、それ
を踏まえながら、
湘南高校の在り方
を大切にした進路
支援を行う。 
 
 
②各職員が情報収
集に努め、また生
徒についての情報
交換を行い、社会
の動向を踏まえ、
生徒が広い視野で
将来を考えること
ができるよう、情
報発信を行う。 

① 
●生徒の多様な進路選
択に対応するために、
カリキュラムについて
継続して検討してほし
い。 
●年間行事予定にある
「生徒アンケート（全
学年）」や「進路講演
会」などでのアンケー
トの結果を活用するこ
とで、より細やかな支
援が可能になるのでは
ないか。 
 
 
 
 
 
②大学受験に関するこ
とについて、生徒向け
にも保護者向けにも更
なる情報提供を検討し
てほしい。 

① 
●コロナ禍においても、行
事、部活等の自分の選択した
ことに注力しながら、学業を
疎かにせず取り組むという校
風を維持するにとどまらず、
強化できた。今後も生徒が安
心して「最も困難な道に挑
戦」できるように、今以上に
生徒の状況を把握し支援して
いく体制整備が求められる。 
 
●新学習指導要領への移行に
よる大学入試の変化について
の情報収集に努めるととも
に、基礎力をしっかり身に付
けられる授業を実践していく
ことが必要である。 
 
② 
学校の進路支援の方針、新学
習指導要領や大学入試の変化
について、生徒、保護者に的
確に情報発信する必要があ
る。 

① 
●生徒アンケートや入試
結果などについて、校内
での情報共有の機会を積
極的に持ち、職員全体で
生徒の進路希望の動向を
把握し、より細やかな指
導が実践できるようにす
る。 
 
●基礎力とは何か、ま
た、基礎力を養うにはど
うすればよいかについ
て、教科で検討し学校全
体で実践する。 
 
 
 
② 
進路説明会や進路講演会
を更に充実させる。ま
た、進路通信がますます
効果的なものになるよ
う、内容や発行時期につ
いて、吟味する。 

４ 地域等との協働 

〇地域との協働
を推進し、地域
に信頼される学
校づくりをめざ
す。 

①新型コロナウイ
ルス感染症の拡大
防止を踏まえた、
地域貢献活動を行
う。 
 
②地域からの理解
が深まるよう情報
発信を行う。 

①各行事における地
域交流の方法につい
て検討する。 
 
 
②ホームページの内
容を一層充実させ
る。 

①地域交流や地
域に貢献する活
動をすることが
できたか。 
 
②学校の取組を
地域に発信でき
たか。 
 

①地域清掃等、地域
への貢献活動を行っ
たが、新型コロナウ
イルス感染症の影響
下で、以前と同様な
活動の実施にまでは
至らなかった。 
 
②生徒の活動等を地
域に発信した。 

①コロナ以前の取
組を振り返り、地
域や外部団体との
交 流 を 更 に 進 め
る。 
 

 
②ホームページの
更新を更に頻繁に
行う。 

① 
●「小学生フェスティ
バル」は地域貢献の行
事としても重要であ
り、継続と発展を期待
する。 
●地域を代表する高校
として、率先して地域
交流を推進していただ
きたい。 

① ② 
学校説明会、地域清掃等を予
定どおり実施し、また、３年
ぶりに実施した小学生フェス
ティバルを通じて、本校につ
いてより広く、知っていただ
くことができた。入場者数の
抑制の必要がなくなると更に
良い。 
 

①  
説明会等において、でき
る限り多くの参加希望者
を受け入れられるよう
に、コロナの状況を踏ま
えながら、入場者数を判
断していく。また、参加
者の要望に答えられるよ
う、説明内容についても
検討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育公務員と
しての高い倫理
観と同僚性を保
持し、学校目標
達成に向けて堅
固に協力すると
ともに、事故・
不祥事を起こさ
ない職場環境の
形成に向けて、
職員一人ひとり
が意識して行動
する。 
 
②働き方改革を
推進するために
教員の意識改革
を図る。 

①職員一人ひとり
が、事故・不祥事
防止に向けて、当
事者意識をもって
取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②一人ひとりが、
働き方について意
識改革を図る。 

①報告・連絡・相談
を円滑に行い、事故
防止に努め、協力し
て学校目標の達成に
向けて、各業務に取
り組む。 
 
 
 
 
② 
●学校閉庁日には休
暇を取得するように
努める。 
 
●打合せや会議文書
作成の効率化を図り
効率的な情報提供の
定着に努める。 
 

① 
●財務事務調査
結果が昨年度よ
り改善したか。 
 
●事故・不祥事件
数ゼロを達成した
か。 
 
 
② 
●一人ひとりの夏
季休暇・年休等の
取得日数が昨年度
より増加したか。 
 
●会議の短時間化
が図れたか。 
 

① 
●財務事務調査結果
は昨年度より良好で
であった。 
 
●報告・連絡・相談
を円滑に行い、事故
防止に努めた結果、
事故・不祥事件数０
を達成した。 
 
② 
●学校閉庁日は職員
の意識に定着した。 
●Teams や校務用メ
ールの活用により、
打合せや会議文書作
成の効率化ができ
た。会議回数減や短
時間化に努め、資料
のペーパーレス化を
進め、環境負荷削減
にも効果があった。 

① 
●会計処理につい
ては、今後も職員
一人ひとりが意識
して慎重に行って
いく。 
●引き続き事故防
止に努める。 
 
 
 
② 
●一人ひとりの夏
季休暇・年次休暇
等の取得日数のよ
り一層の増加を促
す。 
●より一層の会議
の回数減、短時間
化に努め、業務の
効率化を図る。 

① 
令和３年度に引き続い
ての「事故・不祥事件
数ゼロ」達成は素晴ら
しい。今後も「事故・
不祥事件数ゼロ」を継
続するためには「件数
ゼロ」の要因が何であ
るかを確認することも
重要である。 
 
② 
●評価目標として具体
的な数値目標を掲げて
効率化に取り組むこと
を期待する。 
●業務改善の結果、職
員のライフワークバラ
ンスの向上につながる
ことを期待する。 

① 
不祥事防止に努める視点を忘
れず、学校教育目標の実現に
向けて、各グループや学年が
業務に取り組んだ結果、引き
続き事故・不祥事件数ゼロを
達成できた。しかしながら、
ヒヤリハット事例はあるた
め、引き続き意識改善に努め
る。 
 
②  
依然として業務量は多いが、
無駄を省き、業務の効率化を
推進する場面が見られること
は評価できる。うまくいって
いない部分については、業務
改善を進め、引き続き職員の
ワークライフバランスの実
現、環境負荷削減につなげた
い。 

①  
不祥事防止研修会等でヒ
ヤリハット事例の共有等
を積極的に行い、「重要
な作業では複数人で複数
回の点検を行う」等の共
通認識を組織内に浸透さ
せ、引き続き「事故・不
祥事件数ゼロ」の実現に
努める。 
 
② 
職場のコミュニケーショ
ンを更に円滑にし、見通
しを持った業務計画、振
り返りを行い、業務改善
を推進する。 


